
















要約:多職種を対象とした子どもの虐待に関する意識調査から、保健婦、家庭相談員が虐

待に関する知識、経験とも有る者が多く、虐待事例への援助者として適当であり、民生委

員、学校教諭等に対しては啓発を行う必要がある。家庭相談員と保健婦が中心となり多職

種が連携して長期間援助を行っているネグレクトの事例を紹介した。平成 9年度から栃木

県の健康福祉センターに配置された臨床心理士は、専門的立場から虐待事例に関わること

が可能であり虐待事例の援助システムの 1つのモデルになりうると考えられた。


